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１．犬山「子ども大学」の充実、発展にむけて 
 

（特）犬山しみんていの会コーディネイター 

 犬山子ども大学運営委員会委員長  川 島 紀 之 
 

 犬山子ども大学は、犬山市教育委員会が平成１４年度から学校週休２日制への対応策として始めました。当

会は、平成１５年９月にＮＰＯ法人を取得した機会に、 

犬山市教育委員会へ提案を行い、それを受け入れてもらい平成１６年度から委託を受け実施することになりま

した。 

 平成２７年度は、２０講座４１５名です。ここ数年やや受講者が減ってきていますが、これは児童・生徒数

自体が減少してきていることとも関係があるものと考えています。（平成 26 年度 20 講座 420 名、25 年度 20

講座421名、24年度22講座431名、23年度21講座453名、22年度は22講座473名、21年度21講座408

名、20年度22講座436名、19年度17講座362名、18年度18講座363名、17年度15講座287名、16年

度13講座196名） 

 ２７年度の特色は、「生き物探検隊クライマックス」は活動時間 7 時間が 4 回、「犬山原始人クラブ」は活動

が12回で、その内7時間活動が10回程度あります。「冒険教室～上級編～」は活動時間7時間が４回、一泊二

日が 3 回です。この三講座は、子ども達が 1年間のあいだに一回り大きくなり、成長した姿が見えるようにな

りました。 
 

 私は、子ども達の世界から集団による遊びがなくなったことが、子ども達に大きな問題を引き起こしている

主因と考え、その方策として子ども達に仲間との関り方、友達づくりになることの機会を数多く作って来まし

た。 

 当会では、子ども大学の講座を行う上で、次のことを大切にしています。 

１ 子ども達が、学校・家庭でできない体験をすることによって、感動と達成感を味わって欲しいこ

と⇒感動と達成感の場の提供 

２ 保護者及び多くの方に、体験活動＝“遊び“が、子どもの成長にとって”かけがえのない宝物“で

あることの普及をはかること⇒体験活動の大切さの普及 

３ 少子化社会の中で、各地域で子どもの健全育成を進めていく土壌づくりに寄与していくことがで

きたら嬉しいと考えています⇒地域での青少年健全育成の場の拡充 
 

参加者数が着実に増加していることは、保護者の方々が、私が考えている『子どもの将来にとって体験活動

の大切さ』を十分理解していただいていることの現われと考えています。 

 おわりに、この子ども大学にご協力いただいている指導員・講師の方々に心より感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆活動成果発表会 平成28年2月7日（日） 
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２．講座別参加状況 

〔学校別〕 

  
楽
田
小 

羽
黒
小 

東
小 

南
小 

西
小 

北
小 

城
東
小 

今
井
小 

池
野
小 

栗
栖
小 

城
東
中 

犬
山
中 

東
部
中 

南
部
中 

市
外
小
中 

小
計 

犬山市委託 

➀ 国際理解 4     2 6   9               3 24 

➁ お茶お花   3 1 1 2 7 3   2 2         1 22 

➂ 
生き物 

探検隊Ⅰ 
6 3   5 1 7 3               2 27 

➃ 
生き物 

探検隊Ⅱ 
  5 1 2 2 2 2   1           1 16 

➄ 電子工作 1 3 2   1 4 5         3     1 20 

➅ エジソン 2 2 4 1 8 4 8                 29 

➆ 
楽しい 

陶芸 
3 2 1 3   8 6                 23 

➇ 囲碁将棋 8 1 1 3 1 7 3         1     3 28 

➈ 伊勢型紙 1   1 2 2 3 1                 10 

➉ 
楽しく絵 

をかこう 
3 9 1 5 2 1 3   2             26 

⑪ 
やさしい 

絵画教室 
  1   3 6 9 2 2               23 

⑫ 和太鼓 1 1 1   4 1 2               1 11 

⑬ 押し花 2     1 2 6 8                 19 

⑭ 
マトを 

めがけて 
3   7   3 9 4               2 28 

⑮ 
冒険教室 

基礎 
  2     1 3 9   2           1 18 

⑯ 
自然教室 

AM 
1 4   2 1 5 5   2           3 23 

⑰ 
自然教室 

ＰM 
1 3     6 2 5         1     5 23 

犬山しみんていの会自主事業 

⑱ 
生き物 

ｸﾗｲﾏｯｸｽ 
      5 1   1               2 9 

⑲ 原始人   4 2 1 2 3 5                 17 

⑳ 
冒険教室 

上級 
2 1 1     6 2           1   6 19 

計 38 44 23 36 51 87 86 2 9 2 0 5 1 0 31 415 
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〔学年別〕 

  
１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

４
年
生 

５
年
生 

６
年
生 

中
１
年 

中
２
年 

中
３
年 

計 

犬山市委託 

➀ 国際理解 6 4 8   4 2       24 

➁ お茶お花 5 6 4 4 1 2       22 

➂ 
生き物 

探検隊Ⅰ 
  16 5 6           27 

➃ 
生き物 

探検隊Ⅱ 
    7 1 3 5       16 

➄ 電子工作     5 5 6 1 3     20 

➅ エジソン 6 8 7 5 1 2       29 

➆ 
楽しい 

陶芸 
2 4 7 3 5 2       23 

➇ 囲碁将棋 11 3 2 3 3 6       28 

➈ 伊勢型紙 1 1   7   1       10 

➉ 
楽しく絵を 

かこう 
10 6 5 1 3 1       26 

⑪ 
やさしい 

絵画教室 
9 8 2 1 2 1       23 

⑫ 和太鼓     5 3 2 1       11 

⑬ 押し花 4 5 6 2 1 1       19 

⑭ 
マトを 

めがけて 
5 8 7 5 3         28 

⑮ 
冒険教室 

基礎 
    6 8 2 2       18 

⑯ 
自然教室 

AM 
15 1 6 1           23 

⑰ 
自然教室 

ＰM 
9 6 3 1   3 1     23 

犬山しみんていの会自主事業 

⑱ 
生き物 

ｸﾗｲﾏｯｸｽ 
      4 3 2       9 

⑲ 原始人       7 5 5       17 

⑳ 
冒険教室 

上級 
      7 6 5 1     19 

計 83 76 85 74 50 42 5   415 
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３．各講座の紹介 
＜犬山市委託事業＞ 

①� 国際理解“世界をめぐる子ども達”  参加者数：２４名 

指導員：松本里美・齋藤知子〔（特）シェイクハンズ〕，外国人講師 

内容：まだ見ぬ国に出会おう！！“サマーキャンプ”や、“なごや地球ひろば”への訪問。 

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前９時３０分～１１時３０分（原則） 

回  月 日 内  容 

①  ６/２７ ペルーの食と文化を知ろう 

②  ７/１８ フィリピンの食と文化を知ろう 

③  ８/２ 犬山の伝統文化にふれよう 尾張富士 石上げ祭に参加 

④ 

⑤ 
 ８/８～８/９ 

宿泊交流会 ワールドミニキャンプ 

「僕たちの多文化体験」多文化ワールドキャンプ 

⑥ ９/１９ ブラジルの食と文化を知ろう 

⑦ １０/１４ ペルー領事館の訪問と、ＪＩＣＡなごや地球ひろば 

⑧ １１/２１ 日本の食事に使われている、世界中から輸入している食材について 

⑨ １２/１３ フロイデまつりで民族衣装のファッションショー 

⑩ １/２３ 中国の手づくり餃子で旧正月を楽しもう 

 

講師コメント 
・ 低学年の子ども達が多い割には、毎回質問も多く、

興味や好奇心がいっぱいの子ども達と、１年間とて

も楽しく料理などに取り組めました。 

・ 特にワールドミニキャンプでフォルクローレを元

気にいっしょに踊った時や、ジャンベの演奏を楽し

んでいた時の笑顔が印象的でした。 

・ 毎年恒例のハンガーバンケットでは、貧しい国の人

たちのことを、思いやることが出来、みんなで工夫

して食べ物が行き渡るよう努力していました。 

・ 外国の人達にも積極的に話しかけていました。 

・ 特に完成物は無い分野ですが、ひとり一人の心の中

に、世界の人々に対する興味や思いやり、仲良く、

解り合う気持ちの灯が燃え続けますように・・・。 
 

参加者感想 

・ 料理がいっぱいできたし、いっぱいわかるようになり

ました。 

・ 外国の料理を作って食べたり、ほかの国のことを楽し

く勉強できるので参加するのが楽しみ。 

・ お料理とか色んなものを作るのが楽しいです。 

・ アフリカのたいこが楽しかったです。 

・ たのしく外国のことを学べてたのしいです。 
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②日本文化にふれよう！お茶・お花   参加者数：２２名 

指導員：宮地友子・酒向悦子〔犬山市文化協会茶華道部〕野村愛子,伊藤久美子,三橋公子,斉藤陽子 

内容：季節のお茶お菓子をいただきながら、感謝の心や礼儀作法を身につける。 

お花にふれて季節を感じ、いのちの大切さを学ぶ。 

対象学年：小学１年生～６年生 

活動時間：午前９時３０分～１１時３０分 

回 月 日 内  容 

①   ６/１３ 
・基本動作（おじぎの仕方、立ち方、歩き方、座り方 他） 

・お抹茶、和菓子のいただき方 

②   ６/２０ 
・お点前の基本練習（ふくさ、茶器などの扱い方） 

・お抹茶の点て方、和菓子の出し方 

③   ６/２７ ・お茶の歴史 ・お点前の基本練習 ・お客様の練習 

④   ７/４ ・お盆でお点前 ・お客様の復習 

⑤   ７/１１ ・ミニ茶会を開きましょう 

⑥  １０/２４ ・初めてのいけ花  水上げのしかた  （紙パックを使って） 

⑦  １０/３１ ・草木の生きる力をみましょう  （花器、ケン山を使って） 

⑧  １１/７ ・季節と遊ぼう  季節の花をおぼえましょう  （花器、ケン山を使って） 

⑨  １１/２１ ・生け花で「ありがとう」 プレゼントのお花 

⑩  １２/５ ・くらしの生け花  行事の花をいけましょう  クリスマスリース 

講師コメント 

宮地友子 

・ 和室での生活が少なくなっている中での、お茶の体験

は貴重だと思います。 

・ おまんじゅうが食べられない子どももいましたが、お

抹茶はおいしいといってくれました。 

・ 常に相手のことを考えながら行動するお茶の心が少し

でもわかってくれたら幸いです。 

 

酒向悦子 

・ 無事終了しましてホットしています。いつも心残りの

ことばかりで、今度こそはと思いながら、あれこれと

今年も反省ばかりです。 

・ 「いけ花」について、子ども達から教えられながら、

自問自答してきました。 

・ 又、次の機会がありましたら、これらを生かしてやっ

てみたいと思います。 

参加者感想 

・ はじめてだったか、上手に出来るか心配していたけ

ど、先生やみんなと楽しくできたのでよかったで

す。むずかしかったけど、とても楽しかったので、

またやりたいなと思いました。 

・ たのしかったところは、お茶をたてるところがたの

しかったです。むずかしかったところは、くきをはさみできることです。 

・ けんざんの時、さすときがむずかしかったです。お茶の時は、お茶のこなをまぜるのがむずかしかった。 

・ お茶の事やお花のいけ方など何も知らなかったので、この講座に参加して友達と楽しく日本文化に触れられ

てよかったです。 
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③生き物探検隊 パートⅠ     参加者数：２７名 

指導員：宮田賢輔〔（特）トンボと水辺環境研究所〕田中隆史,小寺星吾 

内容：昆虫採集や標本づくり、魚とり大会や生き物の飼育の仕方を勉強し、自然の基礎を学びます。 

対象学年 小学２年生～中学３年生 

活動時間 午前１０時～１２時 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ６/２８ トンボ講座 トンボについて知ろう！ 

②  ７/１８ 昆虫採集 どんな虫が見つかるかな？ 

③  ７/１９ 昆虫の標本作り 標本の作り方 

④  ８/９ 魚の飼育セットを作ろう ミニビオトープのしくみ 

⑤  ８/１６ がさがさ大会 川の魚や生き物をとろう 

⑥  ９/５ 苔玉をつくろう 苔玉の役割や、作り方、育て方 

⑦ １０/３ 鳴く虫を捕まえよう どんな鳴き声？ 

⑧ １１/２２ カブトムシ講座 カブトムシの一生と、飼育の仕方 

⑨ １２/２０ ストーンペインティング どんな石？ 何を描く？ 

⑩  １/１０ 冬眠している生き物を探そう どんな生き物が見つかるかな？ 

講師コメント 
・ 今年も山に川に、いろんな所に突撃しましたね！ 

・ 今年は長雨や気温の変化がおかしく特に昆虫が影

響をうけ、数が少なかったり、発生時期がずれたり

して大変でした。 

・ なんか毎年厳しくなっていきますね、悲しいことで

す。でもそんな中でも参加者のみんなは、それぞれ

魅力的な物をみつけ楽しんでいました。 

・ みんな目を輝かせ本当に、生き生きしていましたね。

でも、楽しいだけじゃなく、いつもいってきたこと

は、人間は生き物達に支えられているのだというこ

と。 

・ 多種多様な自然、生き物がいるこの犬山を守っていくのは、僕達地域の人間の使命です。 

・ 勉強したことをいかして、小さなできることをさが

して、自ら行動してくれたらとても嬉しいです。 

・ この教室に参加した子たちは、知らない間に生き物

を守ることを学んでいます。どの生き物がどんなと

ころにいて、何をたべて、どういう風に繁殖して、

死んで・・いろんなことを体験を通して知ったから

です。 

・ 知っていれば守ることができる。簡単なことなので

す。そう私たちが捕まえてきたのは「僕らの地球の

未来」なのです！！ 

参加者感想 

・ 生き物がいないと、私たち人間は生きていけないなんてはじめてしりました。とてもびっくりしました。こ

れからも生き物を大切にしなければいけないと思いました。 

・ しらないことを教えてもらったからまたやりたいと思った。 

・ たのしかった。いきものがこわくなくなった。 

・ 虫がつかまえたりできてうれしいでーす♪ 
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④生き物探検隊 パートⅡ     参加者数：１６名 

指導員：宮田賢輔〔（特）トンボと水辺環境研究所〕田中隆史,小寺星吾 

内容：自分で竿を作って魚をつったり、真夜中に昆虫をとったり、川の生態調査、爬虫類や両生類など少し

専門的な自然体験を経験します。 

対象学年：小学３年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時（宿泊もあり） 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ６/２１ 隊員バンダナを作ろう 植物で染める 

② 
７/１９ 
18時～ 

７/２０ 
7時～ 

真夜中の昆虫採集 

クワガタムシ講座 

昆虫採集の仕方（ライトトラップ） 

クワガタの取り方・飼い方 ③ 

④ ８/１ 釣りざおを作ろう！ 釣りざおの作り方 

⑤ ８/２ 釣りをしてみよう！１ 釣りの仕方 

⑥  ８/２２ 釣りをしてみよう！２ 釣りの仕方 

⑦  ９/２０ 両生類について知ろう！ 両生類とは？・両生類が住める環境 

⑧ ９/２７ 爬虫類について知ろう！ 爬虫類とは？・爬虫類が住める環境 

⑨ １０/４ 川の上流の生き物調べ 
上流の川の特徴 

※協力：入鹿森林愛護組合 

⑩ １０/２５ 川の中流の生き物調べ 中流の川の特徴 

講師コメント 

・ 今年も山に川に、いろんな所に突撃しましたね！ 

・ 今年は長雨や気温の変化がおかしく特に昆虫が影

響をうけ、数が少なかったり、発生時期がずれたり

して大変でした。 

・ なんか毎年厳しくなっていきますね、悲しいことで

す。でもそんな中でも参加者のみんなは、それぞれ

魅力的な物をみつけ楽しんでいました。 

・ みんな目を輝かせ本当に、生き生きしていましたね。

でも、楽しいだけじゃなく、いつもいってきたこと

は、人間は生き物達に支えられているのだというこ

と。 

・ 多種多様な自然、生き物がいるこの犬山を守っていくのは、僕達地域の人間の使命です。 

・ 勉強したことをいかして、小さなできることをさがして、自ら行動してくれたらとても嬉しいです。 

・ この教室に参加した子たちは、知らない間に生き物を守ることを学んでいます。どの生き物がどんなところ

にいて、何をたべて、どういう風に繁殖して、死んで・・いろんなことを体験を通して知ったからです。 

・ 知っていれば守ることができる。簡単なことなので

す。そう私たちが捕まえてきたのは「僕らの地球の

未来」なのです！！ 

参加者感想 

・ ちしきが多くてそれをおもしろくせつめいしてく

れたのがよかった。 

・ 犬山が森とかのしぜんが多いことをあらためて思

いました。 

・ 魚をつかまえるのは、むずかしいとおもった。 

・ たくさんの生き物をつかまえたりして、楽しかった。 

・ いろんな生き物とふれあえるところがたのしい。 

・ 学校や家などでは、できないことができるから、とても楽しい。 
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⑤サイエンス 電子工作     参加者数：２０名 

指導員：永井末男〔草の根電子工作〕，中原忠義，日比野賢二 

内容：電池を使用しない鉱石ラジオからＰＩＣマイコン使用のテレビゲームまでを学んで作ります。 

対象学年：小学４年生～中学３年生 

活動時間：午前９時３０分～１１時３０分 

 

回  月 日 内  容 

①  ６/１３ 部品値の見方、部品の使用法、加工方法。ハンダ付けの練習 

②  ６/２０ 

鉱石のラジオ作成 

 ・アクリル板の加工（穴あけ・折り曲げ加工）、アンテナコイルの作成 

③  ７/４ 

④  ７/１８ 

⑤  ７/２５ 

⑥  ８/１ 

コンピュータ使用のテレビゲーム作成 

⑦ ８/２３ 

⑧ ８/２９ 

⑨ １０/１７ 

⑩ １０/２４ 

⑪ １０/３１ 

 

講師のコメント 

・ アイデアと作る物も大変でしたが、皆さんが楽しめる

ような講座内容にしていきたいです。 

参加者感想 

・ こう石ラジオやテレビゲームを楽しく作れるので

良かったです。 

・ すごく細かい作業をやったので、つかれはてたこと

もあったけど楽しかった。 

・ 学校では、こういう体験はできないので面白いです。

でも、むずかしいこともあったりハンダづけができ

なかったりして苦労することもあります。 

・ むづかしいけど楽しいし、家でも学校でもできないことができるから、やってよかったと思う。 

・ ブロックくづしゲームのブレッドボードにいろいろなものをつけるのがむずかしい。 
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⑥君も エジソンに なれる！    参加者数：２９名 

指導員：若杉廣己〔グリーンマップ犬山〕，正垣敞三、三宅壯一朗 

内容：子ども達の創造力・自立力・協調力を引き出すため、一人で考え作るもの、みんなで協力して 

「ソーラーカー、ペットイカダ、ホバークラフト」を作る  

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前９時３０分～１２時 

回  月 日 テ ー マ 内  容 

①  ６/１３ 太陽はあつい ソーラーレンジ 

②  ７/４ 光はすごい ソーラーカー 

③  ７/２５ 光はすごい ソーラーカー組み立て 

④  ８/１ 光はすごい ソーラーカー運転 

⑤  ８/２９ 水のちから ペットイカダ 

⑥  ９/５ 水のちから ペットイカダレース 

⑦ １０/３ あるくかな？ ロボットづくり 

⑧ １２/５ 空気のちから ホバークラフト 

⑨ １２/１２ 空気のちから ペットロケット 

⑩  １/３０ 風のちから 鳥凧・江戸凧つくり 

講師のコメント 

・ ソーラーカーではボディーデザインとスプレーが人気

だ。また自分たちで作った車を進んで修理したり、自

分たちの車が走り達成した事で走行後の車体解体は楽

しそうだ。 

・ イカダレースであるグループがプールの中の走行（左

右のバランスでオールの漕ぎ方）でチームワークの悪

さをプールから上がりみんなで検討する様子が見られ

た、結果はかわらず。 

・ ロボットでは個々の熱中度と協力や教える様子や完成

度より動き出す喜びを見る。ホバークラフトではグル

ープがバラけて、まだやる気十分な子が取り残される、残念に思う。 

・ 最後の風のちからでは、みんなから遅れて投げやりに

なった子が、一言の言葉でもう一つの凧を進んで作り

揚げに行った。自身の壁を越えたように思えた。 

・ 子どもたちがいろんな体験をして学んだ事で、大きく

成長したと思う。 

参加者感想 

・ 回を重ねるにつれてどんどん楽しくなってきまし

た。 

・ とても楽しかったです。来年もやりたいです。 

・ つくって、たのしいなっておもった。 

・ ソーラーカーが楽しかった。 

・ 自分だけでは出来ない体験が出来てよかった。 
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⑦はじめての 楽しい陶芸     参加者数：２３名 

指導員：尾関邦彦・尾関大〔尾関陶芸教室〕 

内容：基本の作り方をしっかり学び作品を作ります。 

ひと通り作ったら、気に入った作品を、さらに２個ほど作ります。 

対象学年：小学１年生～中学３年生 活動時間：午前９時３０分～１２時 

回  月 日 タイトル 内   容 

①   ６/６ 

基本を学ぶ 

カップとお皿 

②   ６/２０ 仕上げ 

③   ７/４ 茶碗とお鉢 

④   ７/１８ 仕上げ 

⑤   ８/１ 花瓶とタタラの皿 

⑥   ８/２９ 

応用制作 
これまで作った中で、好きなものを２つ作る 

⑦   ９/５ 

⑧   ９/１２ 仕上げ 

⑨  １０/３ 絵付け 

⑩  １１/７ 完成品発表会 

講師コメント 
・ いつものことですが、この講座は子ども達には難し

い作業の連続なので、本当に良く頑張っているとお

もいます。 

・ 作業の内容は、実のところ、大人がやるのと全く変

わりません。ですので、筋力も弱く、小さな手の子

供達にはとても難しい作業になるのです。 

・ すぐに手が疲れてしまうので、みんな疲れた手を振

りなから、休み休み作業します。 

・ でも、子どもには大人には無い、と言うか、忘れて

しまった自由な発想があるので、作品のデコレーシ

ョンや絵付(色付け)の時などは本領発揮と言って良

いと思います。 

・ 色とりどりで、一つ一つ手にとって見ても良いです

し、並べてみても個性的で良い作品に成っていると

思います。 

・ そこを妨げないように、子供たちの作品を手伝うの

が、楽しいやら難しいやら。 

参加者感想 
・ ねんどとはちがって少しかたかった。思い通りに行

かなくてむずかしかった。絵付けもむずかしかった。 

・ 茶わんやお皿をつくるのがほかでやれる時間がな

いから楽しかった。 

・ あまりできない体験で、自分の好きな柄や形を作る

ことができて楽しかったし、ろくろ体験もできてよかったです。 

・ 陶芸は先生のを見ていてすごくかんたんそうだと思ったけど、すごくむずかしい。 

・ いろいろな物を作って、いろいろなものができてうれしかったし楽しかった。 

・ コップやお皿の作り方はいっしょだと思っていたけどぜんぜんちがってびっくりした、土の中に空気が入っ

たらだめということがわかりました。 

・ 陶芸教室はむずかしいと思ったけど、やっていくうちにできるようになってよかったとおもいました。 
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⑧囲碁・将棋たいけん教室     参加者数：２８名（囲碁8人,将棋 20人） 

指導員：西尾晴孝・水野忠治〔しみんてい囲碁将棋体験教室〕河田和夫,鶴木廣 

内容：日本の代表的なゲームをたいけんし、自分で考える力をやしない、友達をつくり、家族との絆を 

強める。 

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時 

回  月 日 内  容 

①   ６/７ 

・ 対局するときのマナーについて 

・ 初心者に対して、対局の始め方、終り方、基本ルールの説明 

・ 各自の希望や目標についての聞き取り 

・ 必要に応じてクラス分けを実施 

②   ６/２１ 

各回の進め方 

・ 前半は、テキストを使い基本について説明する。 

・ 後半は、実戦対局、順次指導対局を行う。 

 ＜囲碁＞ 

 初級：石の取り方。石の生き、死に。石のつながりかた。陣地のかぞえかた。 

 中級：つよい石とよわい石。攻め方と守り方。やさしい定石。詰め碁。 

 ＜将棋＞ 

 初級：駒の動かしかた。王のかこいかた。 

 中級：各種の戦法。終盤の考えかた。詰め将棋。 

③   ７/５ 

④   ７/１９ 

⑤   ８/２ 

⑥   ８/１６ 

⑦   ８/３０ 

⑧   ９/１３ 

⑨  １０/４ 

⑩  １０/１８ 

⑪  １１/８ 

⑫  １１/２９ 

⑬  １２/１３ 

講師コメント 

・ 今年の講座では数人の親が最後まで子どもの様子

を見守っていた。 

・ おそらく、その子達の家では親と子の対話が多いと

感じられた。 

・ 今年の囲碁は1年生が半分を占め、また、外国籍の

子が２人参加した。 

・ 囲碁･将棋とも講座の途中で、遊びに興じる子ども

達が出てきて、他の真剣に対局している子ども達の

迷惑になることがあったことは、来年度への反省材

料です。 

参加者感想 

・ ちょっと楽しい。友だちと将棋するのが楽しい。 

・ いろんな人とやっておもしろかったです。 

・ 家族でやるのと違い、他の子や友達とやる将棋はま

たおもしろい！ 

・ 勝ちたい。 

・ 将棋はいろいろな攻め方がありすごいと思いまし

た。 

・ 将棋は前からやっていた楽しい。 

・ 将棋はやったことが無くて、やってみたら楽しかっ

たです。 
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⑨伊勢型紙 彫
ほ

りと染
そ

め     参加者数：１０名 

指導員：高津京子〔伊勢型紙京彩会〕，斉藤裕未，佐波文子 

内容：子どもでも作れるものを、最初はゆっくりていねいに楽しみながら作ります。 

すぐなれて喜んで作れるようになります。 

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時 

回  月 日 内  容 

①   ６/１３ 刷毛染め 花や蝶の柄① 

②   ６/２７ 刷毛染め 花や蝶の柄② 

③   ７/１１ 型紙作り かわいい魚（金魚など）の柄① 

④   ７/２５ 型紙作り かわいい魚（金魚など）の柄② 

⑤   ８/８ 刷毛染め トンボ、虫などの柄① 

⑥   ８/２２ 刷毛染め トンボ、虫などの柄② 

⑦   ９/１２ 型紙作り 自分でデザインした絵を彫る 

⑧  １０/３ 型紙作り クリスマスの柄を色紙に貼る 

⑨  １０/１０ 刷毛染め クリスマスの柄を染める 

⑩  １０/１７ 型紙作り えとの「申」を色紙に貼って飾る 

講師コメント 
・ 今年の生徒さんは、4 年生が多くとてもやり易かった

です。6年 1人１・２年が各 1人ずつで皆さんとても

大人顔負けの熱心さで、とてもやり甲斐がありました。 

・ 型紙を使って染める印毛染も、だんだん上手にやれて

よかったと思いました。 

・ 昨年 11 月には中学生のカルチャー講座に行き、以前

「伊勢型紙を子ども大学でやった」と言う子が居たの

を後日頂いた感想文の中にありました。私は何年か前

の子だから覚えてなくて、成長した中学生の生徒さん

では様子も変わっていることでしょう、「授業中に声を

掛けてくれたら…」と残念でした。 

・ 今年の子ども達とはどこで逢えるか楽しみです。 

・ 慣れた頃に終わる講座も「継続は力なり」の言葉があ

るように、子ども大学の経験を生かしこれからの人生

に活かしてもらえたら最高です。 

参加者感想 

・ 私は細かい作業が好きなので、伊勢型紙を彫るのも

染めるのもとっても面白いです。きれいにできると

うれしいし、達成感があります。 

・ 伊勢型紙は始めからすごく楽しかったです。絵具を

使って模様が出来上がるのが楽しかったです。型抜

きの時カッターを使って細かい作業をするのがうれしいです。 

・ やったことが無くてとても勉強になった。色んなものを染めたり、型紙を作ったり楽しかった。家に飾って

思い出にしたいです。また、出来る時があればやってみたいです。 

・ 切り抜くのと模様を塗るのが二つ出来て楽しい。 

・ 自分でデザインした型紙は難しかったけれど、世界に一つだけの物を作れてすごくうれしいです。 

・ 型紙がすごくきれいで、染めもすごく楽しかった。 
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⑩たのしく絵をかこう     参加者数：２６名 
 

指導員：松浦茂樹・野田真貴子〔楽しく絵を描こう会〕 

内容：いろいろなものを描くと楽しくなる。変わったやり方で描くとおもしろくなる。 

みんながちがうから、おもしろいし楽しい。 

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時（原則） ＜午後の回は１３時３０分～１５時３０分＞ 

 

回  月 日 テ ー マ 内   容 

①  ６/２７ やさい や くだもの 新しい描き方で野菜や果物をかこう 

②  ７/４ 自分の顔 自分の顔をよく観察して描こう 

③  ７/２５ Ｔシャツのデザイン 自分だけのオリジナルＴシャツを作ろう 

④  ８/１ 
等身大の自分 

お家の人と協力して、自分の型を取って、 

等身大の自画像を描こう ⑤  ８/２２ 

⑥ ９/１９ たてものを描く お城などの有名な、たてものを描こう 

⑦ １０/３ キャラクター 好きなキャラクターを絵に描こう 

⑧ １０/３１ 市民展の鑑賞 犬山の市民展をお家の人と鑑賞しよう 

⑨ １２/１２ ゴッホに挑戦 ゴッホになったつもりで力強く描こう 

⑩  １/１６ するめ 色の違いをよく見て、スルメを描こう 

 

講師コメント 
・ 今年も参加者は低学年の児童が多く、題材によって

はうまく表現できないのではないかと少し心配を

しましたが、全員が、どの題材にも楽しんで取り組

んでくれました。 

・ それぞれが自分の感性で、自分なりに課題をとらえ

て作品づくりができてよかったと思います。 

・ 決められた題材を、それぞれの個性に合わせ、自分

らしく表現できるようにしていきたい。その上で、

他の作品の良さを見つけることのできる感性と目

を養っていくことができるとよいと思います。 

 

参加者感想 
・ おおきな絵をかいてたのしかったよ。 

・ 楽しかったです。またやってみたいです。 

・ さいしょはあまり絵がじょうずじゃなかったけど

だんだん絵がじょうずになりました。 

・ いろいろな絵をかいたり、いろんな材料をつかえる

ので楽しいです。じぶんのかおの絵をかいたのが、

お気に入りです。 

・ 世界に１枚だけのＴシャツをつくろうで、はじめて

アイロンをつかったり、白いＴシャツに絵をかいた

りして、たいへんだったけど、すごくいいＴシャツ

ができたので、おもいでになりました。 
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⑪やさしい絵画教室      参加者数：２３名 
 

指導員：岩田義一・掛布金政〔犬山絵画教室〕 

内容：絵を描くことの楽しさをみんなで体験しましょう。ひとりひとりの個性を生かす指導をていねい 

に行います。 

対象学年：小学１年生～小学６年生 

活動時間：午前１０時３０分～１２時 

 

回  月 日 内   容 

①  ６/６ 好きな昆虫・お魚の絵（図鑑参照） 

②  ６/２０ 好きな動物の絵（図鑑参照） 

③  ７/４ 楽しい家族の絵 

④  ７/１８ 好きなスポーツの絵 

⑤  ９/５ 夏休みの思い出の絵 

⑥ ９/１９ 好きなマンガのキャラクターの絵 

⑦ １０/３ 犬山祭りの絵（資料参照） 

⑧ １０/１７ 好きな花の絵・好きな動物の絵 

⑨ １１/７ 好きなゆるキャラの絵 

⑩ １１/２１ テーマ自由（今、好きなこと） 

 

講師コメント 
・ 今回募集された生徒さんは、小学生１年生から６年生

の中で３年生以下が７０％程で、その中で本当に絵を

描く事に集中出来て描ける子は４０％ぐらいで、まだ

中々落ち着いて課題に取り組む事の難しい子もおり、

やる気なく短時間で提出しようとする子もおり、そう

ゆう子は真剣に描いている子の邪魔をすることになる

ので、そうゆう環境にならないよう、今後の指導方針

を考えないといけないと思っています。 

・ 今後も、色々問題は出てくると思いますけど、より楽

しい絵画教室にしていきたいと思います。 

 

参加者感想 
・ 絵を描く事が楽しいということがわかった。おもし

ろいとも思った。 

・ 絵を書く事が大好きなので、とても楽しく行けまし

た。 

・ 楽しかったです。またやってみたいです。 
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⑫和太鼓を たのしく たたこう    参加者数：１１名 

 

指導員：柴山豊〔尾張囃子集団〕，柴山裕子，松浦麻子 

内容：日本の伝統楽器の和太鼓を学んで、たのしく演奏しよう！ 

対象学年：小学３年生～中学３年生 

活動時間：午後１時３０分～４時３０分 

 

回  月 日 内  容 

①  ５/３１ 小太鼓を使って 楽しくたたこう 楽譜の種類を知ろう 

②  ６/２７ 大太鼓を使って 楽しくたたこう 太鼓の種類を知ろう 

③  ７/１１ 大太鼓、小太鼓を使って リズムを覚えよう 口唱歌を覚えよう 

④  ９/１２ 大太鼓、小太鼓を使って リズムを覚えよう いろんな、たたき方を覚えよう 

⑤ １１/２８ 大太鼓、小太鼓を使って リズムを覚えよう いろんな、たたき方を覚えよう 

⑥ １１/２９ 基礎打ちの練習 ほうねん太鼓を練習しよう 

⑦ １２/２６ 基礎打ちの練習 ほうねん太鼓を練習しよう 

⑧ １２/２７ 基礎打ちの練習 ほうねん太鼓を練習しよう 

⑨ １/３０ 発表会での披露曲の練習 

⑩ １/３１ 発表会での披露曲の練習 

講師コメント 
・ 伝統と言う時間と才能が積み上げ、織り成して来た形態には、淘汰されつくした型、様式があり、無抵抗に

身を委ねると無理と無駄のない心地よさに包まれ

ます。 

・ （和太鼓講座）の目指したものは、お稽古ごとの初

歩の体験でした。 

・ これからいろんな習い事を習得しようという君達、

そして応援者のご両親のみなさん。 

・ お稽古ごとは、うまくなること以外に多くの人間形

成に必要な学習が含まれています。 

・ まず、先生の言葉に耳を傾け、集団の規律を重んじ、

他人に自分の気持ちを伝える技法を伝統芸能から

学び、小さく、芽生える型からはみ出そうと抗う自

分を発見し、育み、花咲かせようと葛藤します。 

・ うまくなるということが目的ではありません。自分

なりにやり遂げる事が大事なのです。 

・ 繰り返しの稽古の中で自然に自分が集団の中の一

員であると自覚し始めます。 

参加者感想 
・ 見た目は簡単そうだったが、実際やってみると難し

い。でも上手くなりたいから、一生懸命やりました。 

・ 太鼓はただたたいて遊ぶだけでかんたんだと思っ

ていたけど、やってみるといがいとむずかしかった

しいろいろな歴史やでんとうのたたきかたをしっ

てとてもよかった。 

・ 大太鼓をやった時、ばちを強く握りすぎて手にマメが出来たけど、「持つのが強すぎだよ」と言われたから、

今は手にマメが出来にくいです。 

・ 最初は難しそうだったけど、やってみたら上手に出来たし面白かったから、もっと上手になりたいと思った。 
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⑬押し花で ものづくり     参加者数：１９名 

指導員：三谷文子〔押し花千種の会〕，紀藤郁枝 

内容：きれいな押し花にふれて、心の豊かさ、やさしさを養い、生活の中の身近な小物をつかって 

押し花を楽しんでほしい。 

対象学年：小学１年生～６年生 

活動時間：午前１０時～１２時 

回  月 日 内  容 ね ら い 

①  ６/１３ 名札・キーホルダー ピンセット・ボンドの使い方 

②  ６/２７ 押し花作り きれいな押し花の作り方を学びます 

③  ７/１１ ハガキスタンド お部屋飾りのワンポイント 

④  ７/２５ 色紙に押し花を！ 色紙をアイデアで変身させましょう 

⑤  ８/８ オリジナルのしおり作り いろいろなしおりを作りましょう 

⑥  ８/２２ 花のクリアファイル 予定表やお知らせをはさんで役立てましょう 

⑦  ９/１２ テープカッターに押し花を お花でかわいく変身させましょう 

⑧ １０/１７ 額入り作品Ⅰ ２回にわたって作品を作ります 

⑨ １０/２４ 額入り作品Ⅱ 前回の仕上げ 

⑩ １１/１４ クリスマスオーナメント クリスマスを楽しみに・・・ 

講師コメント 
・ 今年の教室は６年・５年生が各１名で過半数が低学

年の受講者でした。 

・ しかし、学年に関係なく、少しの手助けで作品はし

っかり仕上がりました。 

・ 何かを作り上げたという自信がこれからも色々な

所で役立てばと思います。 

・ 前年度までは、押し花器を各自で使い、押し花を作

る楽しみの成果がありましたが、本年度は、大多数

が家で押し花を作る作業をしていないことが本人

達の言葉でわかり、中には押し器を無くしてしまっ

たとか、押し器が各自に手渡されていることも知っ

ておられない父兄もありました。 

・ 来年度の押し花作り説明日には、ご父兄にも参加し

て頂き、ご家族で一緒に押し花製作を楽しんでいた

だける様、考えています。 

・ 欠席などの連絡や、毎回の送迎をして下さったご父

兄の皆様に感謝致します。 

 

参加者感想 
・ 花の配置や向きを考えてきれいにするのがとても

楽しいです。 

・ 先生が優しかったので楽しく通うことが出来まし

た。毎回、ステキな物ばかり作れて楽しかった。こ

れからも家で押し花を作るキットがもらえてうれしかった。 

・ さいしょは、おし花がよく分かりませんでした。でも、どんどんやってて、なんかおし花がこういうものな

んだなと思いました。わたしが一番むずかしかったのは、シールをはった次のくうきをぬくところです。わ

たしは、どうしても、くうきがぬけませんでした。いちばんかんたんだったのはお花をおく所です。 

・ 最初は簡単そうと思っていたけど、やってみたら難しくてたいへんだったけど、今はとても楽しいです。 

・ 毎回かわいい作品が出来るので楽しい。自分で押し器で花を押せるようになったのでよかった。 

・ さいしょは、意味が分からなかったけどだんだん意味も分かって楽しくなってきました。三谷先生は、とて

もやさしくて分かりやすかったです。 
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⑭ マトをめがけて 楽しもう！    参加者数：２８名 

指導員：林栄五郎・尾藤定・別府良助・遠藤淑子・松山清子〔犬山市レクリエーション指導者クラブ〕 

内容：レクリエーションゲーム・レクリエーションスポーツを通して、仲間を思いやる心をはぐくみたいと

考え、いろいろな種目を提供します。 

対象学年：小学１年生～６年生 

活動時間：午前１０時～１２時 

回  月 日 内  容 

①   ５/３０  ラダーゲッター・シャッフルボード・大縄跳び 

②   ６/１３  ラダーゲッター・シャッフルボード・大縄跳び 

③   ６/２７  ラダーゲッター・シャッフルボード・大縄跳び 

④   ７/１１  ニチレクボール・バッゴー・ムカデタイムレース 

⑤   ８/２９  ニチレクボール・バッゴー・ムカデタイムレース 

⑥   ９/１２  ニチレクボール・バッゴー・ムカデタイムレース 

⑦  １０/１０  カローリング・ディスクゲッター９ 

⑧  １０/２４  カローリング・ディスクゲッター９ 

⑨  １１/１４  カローリング・ディスクゲッター９ 

⑩  １１/２８  レクリエーションスポーツ大会 

⑪  １２/１９  レクリエーションスポーツ大会 

講師コメント 
 本講座のねらいは、次の４つである。 

○ 楽しみながら体を動かし、スポーツをすることの

喜びを体感する。 

○ まと当て競技を通して、活動に対する集中力を養

う。 

○ 自分自身の記録に挑戦し、できたときの成就感を

味わう。 

○ 皆で協力し合うことの楽しさや喜びを実感する。 

これらのねらいを達成する為、この講座では、「ラ

ダ―ゲッター」「シャフルボード」「バッコ―」「ニチ

レクボール」「カローリング」「ディスクゲッター９」

「キンボール」といったレクリエーションスポー

ツを行った。 

これらのレクリエーションスポーツの特徴 

○ かなりの運動量がある。 

○ 活動内容は比較的簡単なので、練習を積めば上達で

きる。 

○ まとをねらうことで、集中力を養うことができる。 

 また、現代の子どもたちは、みんなで活動するとい

うことがとても苦手なようである。そこで、活動自体

がとても楽しいレクリエーションスポーツに子ども

たちが夢中になる中で、子どもたちに「声をかけ合う

こと」「励まし合うこと」「失敗しても馬鹿にしないこと」「互いに教え合うこと」を繰り返しはたらきかけ、競

技が上達したときには、即座に認め共に喜んだ。その結果、子どもたちは、みんなで一緒に活動すると楽しいこ

とを学び、「みんなが認め合ったとき」「みんなが上達できたとき」の喜びや満足感を味わうことができた。 

参加者感想 
・ バッゴのあなに入れるのがむずかしかった。ムカデレースではやくゴールまでいけたので、うれしかった。

ニチレクボールでボロ勝ちできてよかった。 

・ わたしが今までやったことがないことで、楽しかったです。 

・ いろんなものを投げる楽しさを知った。 
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⑮冒険教室 ～基礎コース～    参加者数：１８名 
 

指導員：古澤法之・古澤長流〔ワークショップこころ〕 

内容：山登り、川遊び、キャンプにゲーム。 

遊びやグループ体験を通じて自信を持ったり、仲間づくりをしましょう。 

自分自身に向けた小さな冒険のはじまりです。 

対象学年：小学３年生～中学３年生 

活動時間：午前９時～１２時（宿泊もあり） 

 

回 月日 内   容 

①  ６/１４ 「チェックインと、少しフィールド探検」初めて出会う仲間達と、これから何しようか？ 

②  ６/２１ 「初めてのナイフワーク」木や枝を削ってみる、ナイフ体験で集中力、五感を養う 

③  ７/５ 「初めてのファイヤーワーク」自分だけの小さな火を作る 

④  ８/９ 「フィールド探検 ～川～」 河原を探検しよう。 

⑤ ８/２３ 「ファイヤーワークⅡ」自分の火で温めてみる 

⑥ １０/１０ 
「フリーキャンプ(宿泊)」  

何をするのか自分達で決める、２泊３日の冒険の旅。 
⑦ １０/１１ 

⑧ １０/１２ 

⑨ １１/２２ 「フィールド探検 ～森～」 森を探検しよう。 

⑩ １２/１３ 「大きな火のワーク(ふりかえり)」 協力して大きな火を作る。 

講師コメント 
・ とにかく皆、大人しく優等生風。それが今年度の子ども

たちの印象です。 

・ 突き抜けた子がいないキャンプでは、時間が穏やか

に流れていきます。でも逆にそれは、問題解決するチ

ャンスがないということにもつながります。 

・ 基礎コースでは、仲間づくりを第一義に置いています

が、そつなくこなしてばかりでは成長が見込めませ

ん。 

・ もっと我が儘に、もっと自由に。もっと自分を大切にし

ながら互いにぶつかりあい、関係性を深めて欲しいと

切に願います。 

・ また、大人が全てやってくれるだろうという、お客様的

な子も目立ちます。キャンプに何しに来てるの？と言

いたくなりますが、来年度は、大人が全く手出ししない

キャンプを検討中。腹が減れば、自分たちで何とかす

るでしょう。子どもを信じて、大人がどこまで我慢できる

か。スタッフの冒険でもあります。 

参加者感想 
・ 山の中に入ったり、川に入ったり、学校や、家ではでき

ない事ができるから楽しい。 

・ キャンプは一回しかなかったけど上級コースでは、何回もキャンプがあるから楽しみ。 

・ 2泊3日のフリーキャンプがとっても楽しかった。自分でうまく火をおこせたりテントをたてるのも楽しかった。 

・ 初めて１０mの岩からとびこんだ。 

・ 川を登ったり岩からおりたりするのが楽しかった。 

・ 冒険教室へ行ってたくさんの友だちができたし知らないことを知れてすごくうれしい。キャンプでテントをはる時 4

人で協力してできたからうれしかった。先生がすごくおもしろいから子ども大学が楽しい。いろんな人が遊びにさ

そってくれてうれしい。 
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⑯子どもの自然教室 午前の部    参加者数：２３名 
指導員：古澤法之・古澤長流〔ワークショップこころ〕 

内容：身近な森へ入って、野原や川で遊んで、採って、食べて、香って、作って、染めて・・・。 

犬山の自然をいっぱい感じてみよう！  

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ６/６ 初夏の森たんけん はじめまして仲間と、森と出会う 

②  ６/２０ 葉っぱを食べる ワイルド食にチャレンジだ 

③  ７/４ 森の恵みでものづくり①～けずる～ 自然素材で道具作り 

④  ７/１１ 雨でも生き物さがし 雨でも、虫を探しに出よう 

⑤  ８/８ 川ガキになっちゃおう 
川遊び、魚捕り 

※協力：入鹿森林愛護組合 

⑥ ９/１２ 石のペンダントづくり～みがく～ 石を削って、美しくみがく 

⑦ １０/２４ 自然の色にふれよう～そめる～ 身近な植物で染める 

⑧ １１/２１ 森のフォトコンテスト～みつめる～ 自然をよく見て切り取る 

⑨ １２/１２ 森の恵みでものづくり②～しばる～ 自然素材で飾りを作る 

⑩  １/１６ ありがとう＆さよならパーティー 手作りパーティー♪ 

 

講師コメント 
・ １年生からの参加が認められていることもあり低

学年が多いため、それに合わせたプログラム設定に

なります。６年生が３人きてくれたのですが、よく

付き合ってくれたと感謝しています。 

・ ノコギリを曳く。ナタで割る。ナイフで削る。針金

で止める。ヒモで縛る。ネイチャークラフトを通し

て、こうした仕事にも挑戦してもらいました。みな

集中して、根気よくやり遂げましたよ。 

・ プログラムが少々、マンネリ化してきたので、来年

度に向けて新たなものを開発中です。場所とスタッフの関係で、原っぱで跳んだりはねたりとは、なかなか

いきませんが、偉大なる自然と触れあいながら、自然の優しさを味わえるようなものにしたいですね。 

 

参加者感想 
・ 作ったりするだけじゃなく森の中を歩いたり川で

虫をとったりしました。また人が作った物ではなく

自分一人で手作りをしたこともありました。 

・ ぼくが 1番がんばって作った物ははしです。あぶな

いカッターナイフで切りました。何ども何どもやす

りでみがきました。 

・ ちがう学校の人と友になりました。 

・ いろんなことを知れてとってもうれしい。川に入っ

たのが今までで一番楽しかったです。 

・ 初めての体験やふだんできないようなことができたのでよかったです。中学生になってもできたら行きたい

です。先生もおもしろかったです。 
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⑰子どもの自然教室 午後の部    参加者数：２３名 
指導員：古澤法之・古澤長流〔ワークショップこころ〕 

内容：身近な森へ入って、野原や川で遊んで、採って、食べて、香って、作って、染めて・・・。 

犬山の自然をいっぱい感じてみよう！ 

対象学年：小学１年生～中学３年生 

活動時間：午後１時３０分～３時３０分 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ６/６ 初夏の森たんけん はじめまして仲間と、森と出会う 

②  ６/２０ 葉っぱを食べる ワイルド食にチャレンジだ 

③  ７/４ 森の恵みでものづくり①～けずる～ 自然素材で道具作り 

④  ７/１１ 雨でも生き物さがし 雨でも、虫を探しに出よう 

⑤  ８/８ 川ガキになっちゃおう 
川遊び、魚捕り 

※協力：入鹿森林愛護組合 

⑥ ９/１２ 石のペンダントづくり～みがく～ 石を削って、美しくみがく 

⑦ １０/２４ 自然の色にふれよう～そめる～ 身近な植物で染める 

⑧ １１/２１ 森のフォトコンテスト～みつめる～ 自然をよく見て切り取る 

⑨ １２/１２ 森の恵みでものづくり②～しばる～ 自然素材で飾りを作る 

⑩  １/１６ ありがとう＆さよならパーティー 手作りパーティー♪ 

講師コメント 
・ １年生からの参加が認められていることもあり低

学年が多いため、それに合わせたプログラム設定に

なります。６年生が３人きてくれたのですが、よく

付き合ってくれたと感謝しています。 

・ ノコギリを曳く。ナタで割る。ナイフで削る。針金

で止める。ヒモで縛る。ネイチャークラフトを通し

て、こうした仕事にも挑戦してもらいました。みな

集中して、根気よくやり遂げましたよ。 

・ プログラムが少々、マンネリ化してきたので、来年

度に向けて新たなものを開発中です。場所とスタッ

フの関係で、原っぱで跳んだりはねたりとは、なか

なかいきませんが、偉大なる自然と触れあいながら、

自然の優しさを味わえるようなものにしたいですね。 

 

参加者感想 
・ 子ども自然教室をやって、ハシとか弓矢を作って、

すごく楽しいです。あと作るのもやっぱりたいへん

です。来年もまたやりたいと思っていもす。 

・ すごく楽しいから来年もやりたいです。 

・ はじめてやったことばかりでもとても楽しかった

ことがいっぱいあります。 

・ ふだんはあまりできない体験をすることができる

ので良いなと思いました。また、体験を通して初め

て会う人とも仲を深めることができるので楽しい

です。 

・ ものすごいくろうしてつくったペンダントはわたしのおきにいりになりました。いつもはじめてやることば

っかりだったのでうれしいです。 

・ はじめて川あそびをしてようふくがずぶぬれになったけどものすごいたのしかつたです。 
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＜犬山しみんていの会自主事業＞ 

①� 生き物探検隊 クライマックス  参加者数：９名 
指導員：宮田賢輔〔（特）トンボと水辺環境研究所〕，野田和義 

内 容：いろんな生き物ゲットしよう！これで君も『生き物博士』だ！ 

対象学年：小学４年生～中学３年生 

活動時間：午前１０時～１２時（バス移動の回は、午前９時～午後３時） 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ６/２０ エビ・カニ教室 エビやカニの見分け方と住める環境について 

②  ７/５ 犬山の生き物探索 犬山の自然の特性 

③  ７/２６（バス） 汽水の生き物調査 汽水とは？汽水に生き物が多い理由 

④  ８/２３（バス） 海の魚を釣ってみよう 釣り方、どんな魚が釣れるか？ 

⑤  ８/３０（バス） 海岸の生き物観察 海岸の生き物の役割 

⑥ ９/６ 貝殻標本とストラップ作り 標本とストラップの作り方 

⑦ １０/１１（バス） 日本の淡水魚探索 なぜ、岐阜の川には魚が多いのか？ 

⑧ 
１０/１７ 

（18時～21時） 
真夜中の大物トラップ 夜行性の生き物について、トラップの種類 

⑨ １０/１８ 犬山のグルメ いろんな生き物を食べてみよう 

⑩ １１/１５ 守れ犬山の自然！ 川を良くするためには？ 

講師コメント 
・ 今年も山に川に海に、いろんな所に突撃しました

ね！今年は長雨や気温の変化がおかしく特に昆虫

が影響をうけ、数が少なかったり、発生時期がずれ

たりして大変でした。 

・ なんか毎年厳しくなっていきますね、悲しい事です。 

・ でもそんな中でも参加者のみんなは、それぞれ魅力

的な物をみつけ楽しんでいました。みんな目を輝か

せ本当に生き生きしていましたね。 

・ でも楽しいだけじゃなく、いつもいってきたことは、

人間は生き物達に支えられているのだということ。 

・ 種種多様な自然、生き物がいるこの犬山を守ってい

くのは僕達地域の人間の使命です。 

・ 勉強したことをいかして、小さなできることをさが

して、自ら行動してくれたらとても嬉しいです。 

・ この教室に参加した子たちは知らない間に生き物

を守ることを学んでいます。どの生き物がどんな 

・ ところにいて、何をたべて、どういう風に繁殖して、

死んで・・いろんなことを体験を通して知った 

・ からです。知っていれば守ることができる。簡単な

ことなのです。そう私たちが捕まえてきたのは「僕

らの地球の未来」なのです！！ 

参加者感想 
・ この講座はすごく楽しい。楽しいだけでなく参加していなければ分からないこともたくさん学べます。 

・ この講座に参加して、いろいろな虫の種類がわかってよかったです。 

・ ふだん出来ないことをやれて楽しい。いろいろな生物や植物のことを知ることが出来てよかったです。 

・ 家では連れて行ってもらえない場所や自分だけでは出来ないことも体験できるし、先生や他の大人もすごく

楽しくいろいろなことを教えてくださるのでこの講座が大好きです。 
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②犬山原始人クラブ      参加者数：１７名 
指導員：高林徹雄〔犬山原始人クラブ〕，佐藤文朗，澤田省吾 

内容：火おこし器や縄文土器などのものづくりや自然体験を通し、昔の人の知恵や技を、今の私た

ちの生活に生かし、たくましく生きる力を身につける。 

対象学年：小学４年生～６年生 

活動時間：午前９時～１２時（終日もあり） 

回 月日 内   容 

①  ５/３０ オリエンテーション 火おこし器を作る 

②  ５/３１ 火をおこし大会 

③  ６/２７ 青竹でパンを焼く ＆ 板取川で泳ぐ 

④  ７/１８ 色々な火おこし ＆ 板取川で泳ぐ 

⑤  ８/１ 縄文風土器を作る ＆ 板取川で泳ぐ 

⑥ ８/８ 竹笛を作る ＆ 板取川で泳ぐ 

⑦ ９/６ 竹の水筒作り 

⑧ ９/１９ わらじを作る 

⑨ １０/１０ 中山道「馬籠～妻籠」を歩く 

⑩ １０/２５ 土器の野焼きをする ＆ 芋を焼く 

⑪ １０/３１ 土器の窯出しをする ＆ サバメシ 

⑫ １１/２９ つるでかごを作る 

講師コメント 
・ 今年はとても子どもたちが仲良く、楽しそうに活

動に熱中した。 

・ 活動時間のうち、物作りの時間がほとんどとなる

が、とても集中して取り組んだ。色々な道具を使

い、子どもたちはとても匠になった。 

・ 猛暑の夏は｢高林工房・森の学校｣で活動した。板

取川では大岩から飛び込む子ども達の姿に逞しさ

を感じた。 

・ 保護者の方が非常に協力的で、多くの方に監視や

補助をしていただいた。 

・ 中山道「馬篭宿」から「妻籠宿」約９㎞を自作の

ワラジをはき、竹の水筒を持って歩いた。誰も弱

音を吐かず驚くほど元気に歩いた。これは私にと

って「子どもは出来る！たくましい！」という見

方に変わった。もっとできるな…と。一番の人気

の活動になった。 

参加者感想  
・ やってみて学ぶことが多くて本当に楽しかった

です。いろいろ体験とかして、友達と遊んで楽

しかったです。 

・ やってみて原始人の人達はとっても大変だった

事が分かり、楽しかったです。 

・ 私は原始人は毎日あんなことをして過ごしてい

たことを始めて知りました。わらじ作りや、竹の水筒作りをしてそれを持って中山道を歩いた時、

原始人の気持ちになったし、周りの人にも好評だったのでうれしいし、いい体験になったなと思い

ました。 

・ 家で寝たり、のんびりしたりして体を動かしていなかったので、外でやる事の楽しさを知らなかっ

たけど、子ども大学に参加したら楽しい事があると分かりました。 

・ のこぎりとかを使って、物を作ったりすると、けがをすることもあるけど、その作った物でいろん

な事が出来て、嬉しかったです。楽しかったです。 
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②冒険教室（上級コース）   参加者数：１９名 
 

指導員：古澤法之〔ワークショップこころ〕，山田美穂、岡本翼 

内 容：リュックに衣食住を詰めこんでの山旅、川の源流探索、ダンボールいかだでの川渡り、

耐寒の冬キャンプなどなど、他ではできないワイルドキャンプです。 さぁ、自分の限界

を広げよう！！ 

対象学年：小学４年生～中学３年生 

活動時間：午前９時～午後４時（宿泊もあり） 
 

回 月日 テ ー マ 内   容 

①  ７/１２ 
出会う、知る 

～冒険の始まり～ 
初めて出会う仲間、自分自身と向き合う 

②  ８/３ チャレンジキャンプ （宿泊） 

      ～ダンボール筏～ 

チームに分かれて難題にチャレンジ 

きみはクリアできるか ③  ８/４ 

④  ９/１３ 源流探索 川をさかのぼってみよう 

⑤ １０/２５ 
サバイバルキャンプ 

～食料を確保する～ 
食べることは生きること。そのスキルを磨く 

⑥ １１/７ バックパッキング （宿泊） 

      ～山旅～ 
ザックを背負って山へ行こう 

⑦ １１/８ 

⑧ １２/６ 
サバイバルキャンプ 

      ～道具を作る～ 

焚き火、ナイフワーク、ロープワークの再確

認 

⑨ １/２３ 
冬のファイヤーキャンプ （宿泊） 

冬の野営体験をしよう 

火を使って寒さに立ち向かえ！ ⑩  １/２４ 

 

講師コメント  
・ 子ども大学の趣旨が、色々なことにチャレンジ

することであったり、新しい仲間をつくること

であるはずですが、意に反して、元々の友人と

しか接点を待たずグループ化する子らや、得に

ならないことに対しては何ら反応しない子らが

多いと思うのです。 

・ 安全圏の中でしか行動しない。これは本当に勿

体ないことだと感じています。ではいったい何

を、彼らは冒険するのでしょうか？遊園地のア

トラクションではないですよ。 

・ 未経験のことや自信の持てないことに対して自

ら考え、皆で相談しながらその壁を乗り越える

時にこそ、冒険の醍醐味があると思うのです。

大人が何か楽しいことをやってくれるだろう。 

・ そんな考えの甘えん坊は、この上級コースで学

べることは何もありません。 

参加者感想  
・ 火起こしの最初の点火が大変だった。ごはんを

作るのは大変だと思った。 

・ チームワークや協力が必要だと思った。 

・ 家や学校では、なかなかできない体験ができて、

とても楽しいです。このけいけんをいかしてい

きたいです。 

・ いろいろ家でできないような事が出来て、楽しい。子ども大学は、毎年やっているけど、まだまだ

楽しそうな事がありそうだから、来年もやりたい。 
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 平成２７年度子ども大学 アンケート集計結果(重複回答有） 

 
設問１ 参加している講座は？ 

参加

人数 回答数  
① 国際理解 世界をめぐる子ども達 24 21 

 
② 日本文化にふれよう！ お茶・お花 22 18 

 
③ 生き物探検隊 パートⅠ 27 19 

 
④ 生き物探検隊 パートⅡ 16 9 

 
⑤ サイエンス 電子工作 20 8 

 
⑥ 君も エジソンに なれる！ 29 20 

 
⑦ はじめての 楽しい陶芸 23 15 

 
⑧ 囲碁・将棋たいけん教室  28 11 

 
⑨ 伊勢型紙“型紙づくり と 型ぞめ” 10 9 

 
⑩ 楽しく絵をかこう 26 12 

 
⑪ やさしい 絵画教室  23 12 アンケート回答率 66％ 

⑫ 和太鼓を たのしく たたこう 11 6 
 

⑬ 押し花で ものづくり 19 17 
 

⑭ マトをめがけて 楽しもう！ 28 20 
 

⑮ 冒険教室（基礎コース） 18 14 
 

⑯ 子どもの 自然教室  午前の部 23 20 
 

⑰ 子どもの 自然教室  午後の部 23 20 
 

⑱ 生き物探検隊 クライマックス 9 6 
 

⑲ 犬山原始人クラブ 17 9 
 

⑳ 冒険教室（上級コース） 19 9 
 

 
計 415 275 

 

  

 

  
設問２ 

子ども大学参加を決めた理由は?    

 
ア：親にすすめられたから 166 

  
 

イ：友達が行くから 41 
  

 
ウ：自分でいきたいと思ったから 80 

  
 

エ：その他 9 
  

     
 



 

- 26 - 

設問３ 講座を選んだ理由は？ 
 

 

  

 
ア：学校や家でできないから 67 

  

 
イ：おもしろそうだったから 151 

  

 
ウ：前にもやって、楽しかったから 39 

  

 
エ：親にすすめられたから 27 

  

 
オ：その他 10 

  

 
  

 

 

 
 

 
 

  設問４ 

参加している講座の感想は？   

 
ア：とても楽しい 222 

  

 
イ：まあまあ楽しい 43 

  

 
ウ：ふつう 10 

  

 
エ：あまり、おもしろくない 0 

  

 
オ：いやいや行っている 0 

  

  

 

  
設問５ 

子ども大学に来年も参加したいですか？   

 
ア：参加したい 192 

  

 
イ：参加したくない 5 

  

 
ウ：わからない 77 

  

  

 

  
設問６ 

来年も、同じ講座に参加したいですか?   

 
ア：同じ講座がいい 65 

  
 
イ：違う講座がいい 88 

  
 
ウ：わからない 125 

  

   

 

 
設問７  

講座には、どのような交通手段で行っていますか？  

 
ア：徒歩 23 

  

 
イ：自転車 23 

  

 
ウ：保護者の車 221 

  

 
エ：公共交通手段 1 

  

 
オ：その他 0 
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(保護者用)  

 

  
     設問１ 

お子さんに受講させた動機は？ 
 

 
 

 

ア：家庭や学校で体験できない 146 
 

 

 

イ：子どもがやりたいと言った 113 
 

 

 

ウ：いろいろな体験ができる 90 
 

 

 

エ：趣味をみつけてほしい 5 
 

 

 

オ：その他 2 
 

 

  

 

 
 

設問２ 

お子さんの様子はどうでしたか？ 
 

 
 

 

ア：次の回を待ち遠しくしてる 110 
 

 

 

イ：楽しそう 177 
 

 

 

ウ：普通 21 
 

 

 

エ：つまらなそう 0 
 

 

 

オ：行きたがらない 0 
 

 

  

 

 
 

設問３  

講座の会場について 
 

 
 

 

ア：遠い 19 
 

 

 

イ：通うのに、不便 19 
 

 

 

ウ：特に問題はない 224 
 

 

 

エ：その他 13 
 

 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 



 

- 28 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 犬山市民活動支援センターの会 

〒484‐0082 犬山市大字犬山字北古券甲 98‐1 

TEL：0568‐61‐7710 

FAX：0568‐61‐8108 

E メール：center@inuyama-shimintei.com 

ホームページ：http://www.inuyama-shimintei.com/ 

mailto:center@inuyama-shimintei.com?Subject=お問い合わせ：

